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沖
縄
の
民
権
運
動
の
先
駆
者「
謝
花
昇
」

いにしえのときを知る
Cultural Assets and Historical Sites

6 文化財・史跡

八重瀬町のグスク群

港川遺跡公園
港川人発見地の岩の割れ目（フィッシャー）や、採石跡
のほか、断崖面で見られる地層や鍾乳石の様子も見る
ことができます。この地域で1900年ごろから採石さ
れてきたアワ石は県下に広く流通し、近代沖縄の産業
に大きく寄与してきました。遺跡を含めた採石場跡一
帯は「港川遺跡」として町の史跡に指定されています。

当銘・小城の共有龕
字当銘と小城が共有する葬具、龕
（がん）は、「御拝領龕（グヘーロンガ
ン）」と伝えられ、首里王府からの拝
領によるもので、1833年に製作さ
れたものです。この龕を供養する年
忌祭は龕甲祭と呼ばれ、死者供養と
同様に、1、2、3、7、13、25、33年ごと
に行われます。

沖縄では災いは集落の外からやってくると信じら
れてきました。災いを防ぐために、富盛の石彫大獅
子の設置以降、県内各地に広まった村落獅子は集
落の東西南北に設置されており、八重瀬町では今
でも13体の石獅子が残っています。

石獅子

ヌヌマチガマ

港川遺跡公園

之

具志頭城址公園

ギーザバンタ

ハナンダー（自然橋）

現在町内で確認されているグスク
時代の城跡は10にのぼり、その多
くが琉球石灰岩丘陵で確認されて
います。グスクは主に13世紀後半
～14世紀ごろに作られており、代
表的な遺跡に八重瀬グスク、多々名
グスク、具志頭グスクがあり、中で
も八重瀬グスクは汪英紫によって
築城され、隆盛を極めたと伝えられ
ています。

多々名グスクに残る石積み

東風平運動公園の高台
に設置された銅像で
す。銅像までの道のり
には謝花昇が病没した
年齢と同じ44段の階
段が続いています。実
際に階段を数えてみて
はいかがでしょう。

　
謝
花
昇
は
1
8
6
5
年
、東
風
平
間
切
東

風
平
村（
現
在
の
八
重
瀬
町
字
東
風
平
）の

農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。幼
少

の
頃
か
ら
勉
学
を
好
ん
だ
昇
は
、東
風
平
小

学
校
、沖
縄
師
範
学
校
で
学
ん
だ
あ
と
、２

代
目
の
沖
縄
県
令（
現
在
の
県
知
事
）上
杉

茂
憲
が
創
設
し
た
留
学
制
度
に
よ
り
第
１

回
県
費
留
学
生
に
選
ば
れ
東
京
へ
留
学
し

ま
し
た
。

　
学
習
院
や
東
京
山
林
学
校
、
帝
国
大
学

農
科
大
学
（
現
東
京
大
学
農
学
部
）
で
優

秀
な
成
績
を
修
め
た
謝
花
昇
は
、
沖
縄
初

の
農
学
士
と
な
り
27
歳
の
時
に
帰
郷
し
ま

し
た
。
そ
し
て
現
在
の
国
家
公
務
員
に
あ

た
る
高
等
官
技
師
と
し
て
沖
縄
県
庁
に
配

属
さ
れ
、
製
糖
法
の
改
良
や
造
林
の
指

導
、
土
地
整
理
事
業
、
農
工
銀
行
の
設
立

な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
杣
山
（
琉
球
王
国
時
代
か
ら

地
元
の
農
民
た
ち
が
共
同
管
理
・
育
成
し

て
い
た
山
林
）
の
開
墾
を
め
ぐ
り
、
開
墾

に
よ
る
利
益
が
役
人
や
寄
留
商
人
な
ど
一

部
の
者
に
独
占
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
謝
花
昇
は
、
当
時
の
県
知
事
と
対
立

し
、
県
庁
を
退
官
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

仲
間
と
政
治
団
体
「
沖
縄
倶
楽
部
」
を
結

成
し
、
機
関
誌
『
沖
縄
時
論
』
を
発
行
し

て
県
政
批
判
や
県
民
の
参
政
権
獲
得
運
動

を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
様
々
な
妨

害
に
あ
い
「
沖
縄
俱
楽
部
」
は
解
散
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
志
し
半
ば
の
44
歳
で
病
に

よ
り
短
い
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
謝
花
昇
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
４
年
後
の

1
9
1
2
年
、沖
縄
で
初
め
て
の
衆
議
院
議

員
選
挙
が
実
施
さ
れ
、よ
う
や
く
県
民
の
国

政
参
加
が
実
現
し
ま
し
た
。同
選
挙
が
全
国

で
初
め
て
実
施
さ
れ
て
か
ら
22
年
後
の
こ

と
で
し
た
。

も
ち
の
り

そ
ま
や
ま

　私たちは「汗水節」を育んだ八重瀬町を誇りとするとともに、ふるさとの貴重な文化遺産として継承し、地域社会の発展に寄
与していきます。また、仲本稔生誕の地、八重瀬町を「汗水節の里」とし、歌詞に込められた六つ心を町ぐるみで自ら実践し、人
づくり・まち興しに努めます。

八重瀬町「汗水節の里」宣言　※一部を抜粋

汗水節之碑
（仲本氏の生誕80周年記念で建てられた）

具志頭汗水節保存会による集団舞

「汗水節の六心」
りくしん

・勤労を尊ぶ心　　　・勤倹貯蓄の心
・夢と希望を育む心　・健康と長寿の心
・学問を奨励する心　・社会奉仕の心

　「
汗
水
節
」が
誕
生
し
た
昭
和
３
年
頃

の
沖
縄
は
貧
窮
の
真
っ
只
中
で
、新
天

地
を
求
め
移
民
ブ
ー
ム
が
続
い
て
い
ま

し
た
。県
で
は
沖
縄
県
振
興
計
画
を
実

施
し
、農
民
に
自
力
更
生・勤
倹
貯
蓄
を

推
奨
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
昭
和
天
皇

の
即
位
を
記
念
し
た
事
業
の
一
環
と
し

て
、
沖
縄
県
で
は
勤
倹
貯
蓄
に
つ
い
て

の
論
文
・
民
謡
・
童
謡
の
募
集
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
民
謡
の
部
で
３
位
（
１

位
、
２
位
の
該
当
は
な
か
っ
た
）
に
入

選
し
た
の
が
、
「
勤
倹
力
行
の
奨
」
で

応
募
し
た
仲
本
稔
氏
で
し
た
。
仲
本
氏

は
当
時
23
歳
の
字
仲
座
（
旧
具
志
頭

村
）
出
身
者
で
し
た
。

　
そ
の
後「
汗
水
節
」と
改
題
さ
れ
宮
良

長
包
氏
に
よ
り
作
曲
さ
れ
る
と
、県
民

に
広
く
知
ら
れ
、歌
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。近
年
で
は
汗
水
節
に
振
り

が
付
け
ら
れ
、エ
イ
サ
ー
や
創
作
舞
踊

な
ど
で
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
は
、
仲
本
稔
氏
の
生
誕
１
１
０

周
年
目
に
あ
た
る
平
成
26
年
に
「
汗
水

節
の
里
」
宣
言
を
し
、
歌
詞
に
込
め
ら

れ
た
６
つ
の
心
を
町
ぐ
る
み
で
自
ら
実

践
し
、
人
づ
く
り
・
ま
ち
興
し
に
努
め

る
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。

働
く
喜
び
を
歌
い
、

社
会
奉
仕
を
説
く

教
訓
歌「
汗
水
節
」

郷土の先人に学ぶ

富盛の石彫大獅子
火除け（火返し）として1689年設置され、フィーザン（火山）
といわれる八重瀬嶽に向かって立っています。高さ1.54m、
幅約50cmと、この種の獅子像としては県内最大最古を誇り、
県指定有形民俗文化財に指定されています。沖縄戦では被弾
しながらも今なお、地域を守り続けています。

▪▪▪▪▪▪▪▪▪▪
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子
ど
も
、高
齢
者
、障
が
い
者
を
問

わ
ず
、誰
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や

年
齢
、技
術
、興
味
・
目
的
に
応
じ
て

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、体
力
と
健
康

を
育
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、住

民
が
主
体
的
に
参
画
で
き
、利
用
し

や
す
い
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
環

境
を
作
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、体

育
館
や
陸
上
競
技
場
、野
球
場
、サ
ッ

カ
ー
場
、テ
ニ
ス
場
な
ど
を
有
す
る

「
東
風
平
運
動
公
園
」を
は
じ
め
町
内

各
地
の
多
目
的
広
場
、新
規
の
施
設

と
し
て「
ス
ポ
ー
ツ
観
光
交
流
施
設
」

と「
健
康
増
進
機
能
強
化
施
設
」を
整

備
す
る
な
ど
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会

の
実
現
に
向
け
た
環
境
の
整
備
を
推

進
し
て
い
ま
す
。ま
た
、各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
教
室
、軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

様
々
な
機
会
を
創
出
し
な
が
ら
、ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
人

材
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。さ
ら
に
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
と
合
わ
せ
て
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教

室
を
開
催
す
る
な
ど
、住
民
の
生
活

の
よ
り
身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
り
、

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う

な
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
の

ま
ち
づ
く
り

八重瀬町スポーツ観光交流施設

八重瀬町健康増進機能強化施設

令和4年8月にオープンした八重瀬町スポーツ観光交流施設は、天然芝のサッカー場と人
工芝のフットサル場、Jリーグライセンス基準を兼ね備えた管理棟（トレーニング施設、会
議室等）が備わっています。一般利用だけでなく、各種スポーツキャンプやプロサッカー
チームの練習拠点、子どもたちのサッカー大会、イベントの開催など幅広い用途で使用さ
れています。

令和5年2月にオープン。全
18ホールのパークゴルフ場
では、子どもからお年寄り
まで、八重瀬町の自然を感
じながらプレイ可能です。

具志頭パーク
ゴルフ場

広々したスペースに設置さ
れた充実のトレーニングマ
シーン。また、ゆったり休憩
のできるスペースも完備。

トレーニング室

充実したスポーツ環境で豊かに。
町内には、大小様 な々スポーツ施設があり、
目的に応じた利用が可能です。

Expanding our Future with Sports

７
スポーツで夢ひろがる
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八
重
瀬
町
に
は
、豊
か
な
自
然
や

史
跡
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
優
れ
た
観
光

資
源
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
観
光
資

源
の
活
用
を
図
る
拠
点
と
し
て「
南

の
駅
や
え
せ
」が
あ
り
ま
す
。南
部
観

光
ル
ー
ト
の
中
間
点
に
あ
る
南
の
駅

や
え
せ
は
、そ
の
地
理
的
優
位
性
を

活
か
し
た
誘
客
や
情
報
発
信
、町
の

特
産
品
や
農
産
物
の
販
売
促
進
を
行

う
な
ど
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
と

も
に
、町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

地
域
に
親
し
ま
れ
る
施
設
を
目
指
し

て
い
ま
す
。ま
た
、２
０
２
２
年
に
は

八
重
瀬
町
観
光
物
産
協
会
が
設
立

し
、新
た
な
観
光
資
源
の
創
出
と
活

用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。当
協
会
が

不
定
期
で
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

「
や
え
せ
手
ぃ
ー
市
」は
、八
重
瀬
町

に
縁
の
あ
る
方
々
に
よ
る
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
作
品
の
販
売
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
県
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
訪

れ
、好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

南
の
駅
や
え
せ

Sights and Cultural Exchange

8

■手ぃー市開催の様子

八重瀬の観光・交流

エージグシク（八重瀬城）
に住むシーサーの精。
好きなもの：ぐしちゃんピーマン
嫌いなもの：ハブ
趣味：ウンチク
特技：棒術
尊敬する人：謝花昇

やえせの
シーちゃん

八重瀬町公式
観光キャラクター

やえせの
シーちゃん
公式サイト

Spreading our Town Charms LOCALLY and beyond 

OUR Sights and Cultural Exchange

10月旧暦
5月4日 11月

（4年に1回）

8月8月 旧盆

やえせ桜まつり
八重瀬公園の桜が見ごろを迎え
る1月下旬～2月上旬に、イルミ
ネーションや絵行灯のライト
アップが行われます。

1月

港川ハーレー
旧暦5月4日の直近の日曜日に航
海安全と豊漁を願う港川ハー
レーが行われ、同日、奉納全島角
力相撲も開催されます。

青年エイサーまつり
各地域に伝わる棒術や獅子舞を
筆頭に、旧盆行事で行われている
青年エイサー5団体の舞いと手踊
りが演舞されます。

YAESE結フェスタ
各地域の民俗芸能が結集する4年
に1度の祭典。民俗芸能のほか歌
や踊り、空手演武など多彩な演目
が披露されます。

十五夜行事
十五夜行事（旧暦8/15）は、各地
で五穀豊穣・無病息災を祈る豊年
祭が行われ、道ジュネーや棒術な
どが演じられます。

8/8はやえせ DAY!?
8月8日は、“八”が“重”なるやえ
せDAYと称して毎年、「8」にまつ
わる様々な企画を実施していま
す。

旧盆行事
旧盆（旧暦7/13～16）は、各地域
で先祖の供養とともに五穀豊穣
や無病息災を願い、綱引きやエイ
サーなどが行われます。

町の魅力に彩りを添える八重瀬のイベント
Boosting our Town Charms   Yaese Town Events

八重瀬町では季節に合わせて様 な々イベントや行事・祭りが行われ、
その時期には県内外を含め多くの人たちで賑わいます。

町の魅力を県内外に発信
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